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ごあいさつ 
 
 徳島で地域の古文書を読んでいると、人々に特殊な肩書きが出てくることがあり

ます。小高取・郡付浪人・壱領壱疋・郷付浪人・無役人等々、聞き慣れない肩書き

ですが、これらは徳島独特の江戸時代の戸籍制度である棟付改めで定められた身居

（みずわり）と呼ばれる制度で、「郷鉄砲」もこうした身居のひとつです。 

 郷鉄砲は、江戸時代初期より、徳島城下に住む足軽である御鉄砲の予備役として

定められ、郷分で住み、藩から 10 匁筒を預かって、有事の時は駆り出されました。

百姓身分のまま個人が任命され、小頭で５石、平で２石の拝領高を与えられ、苗字・

帯刀および本人のみ夫役の免除という特権が与えられていました。 

 徳島県立文書館が所蔵する古文書を調べてみると、こうした「郷鉄砲」の関係史

料は、入田村において郷鉄砲小頭であった一宮家を始めとして、和田島村森家、上

分上山村粟飯原家、芝生村蔵本家、答島村山腰家、東川田村高見家文書などの古文

書に幅広く含まれていることが解りました。 

 そこで、今回の文書館の逸品展では、徳島の村々に広く存在した「郷鉄砲」につ

いて当館が所蔵する古文書を紹介することにより、その成り立ちや役割、また生活

の一端を明らかにしていきたいと思います。 

 郷鉄砲小頭の入田村一宮家を始め、数々の資料をご提供いただきました皆様に、

末筆ながら厚く御礼申し上げます。 

 

   令和４年１０月２５日 

                 徳島県立文書館 館長  金原祐樹  
 
 

郷鉄砲入田村一宮家について 

 

  戦国期一宮城主一宮成助の弟一宮和泉守成次は、兄と共に長宗我部元親に謀殺されたとい

う。その子の成良は広野村（現神山町広野）に隠れ住み、その子惣右衛門成忠は広野村の政

所となっている。惣右衛門は寛永４（1627）年に入田村広畠の山の権利を得て、嫡子杢右衛

門に広野村の村長職を譲り、次男の勘左衛門と共に入田村へ隠居分家して移住した。 

 入田村へ移住した勘左衛門は、寛永年中、国奉行による人定めの際に、その頃藩の触によ

り募集されていた郷鉄砲小頭に応募して認められ、高５石を与えられた。郷鉄砲となる際に

は、身分は百姓となるが覚悟を決めて小頭役となることを願い出て、その後６代にわたり勤

めてきたと、一宮牧太はその由緒書に記している。 
その後江戸時代を通じて一貫して郷鉄砲小頭役を勤め、安永６（1777）年には一宮牧太が

藩の砲術家である北島兵蔵に浅香流砲術を学び、免許を受けている。さらに寛政２年（1790）
には、中北郡奉行江口仁左衛門から名東・名西・阿波・麻植４郡郷鉄砲の砲術指南役を命ぜ

られ、屋敷内に射術場を作り砲術を教えていたとある。  
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入田村一宮家について（江戸時代以前） 

 

一宮家に伝え られて きた家系図に は、承 久の乱（ 1221
年）後に守護 として 阿波に入国し た小笠 原長清から数 えて

４代目の長宗 の子成 宗の肩書に「 是一宮 氏元祖」と記 され

ている（「系 譜  清 和源氏一宮  紋三蓋 菱（写）」（ ｲﾁﾐ

00202） ）。 長清か ら長経・長房 ・長久 ・長宗までは

「長」を通字 として いること、成 宗以降 は、成行・成 良・

成賢・成春・ 久成・ 成光・成長・ 成助と 「成」を通字 とし

ていることか ら、系 図が示すよう に、成 宗の段階で小 笠原

氏が一宮家を 嗣いだ のであろう。  

 『 尊 卑文脉
そ ん ぴ ぶ ん み ゃ く

』にも、甲 斐国 （現在の山梨 県）の 加賀美

二郎遠光の次 男で同 国原小笠原荘 を知行 することにな った

長清から小笠 原姓を 号するように なった ことが記され てい

る（家祖）。 長清が 阿波国守護に 補任さ れて以降は、 長房・ 長久を経て、 長久の

四男長宗の子 である 成宗の肩書に 「号一 宮宮内大甫」 と付さ れており、成 宗から

一宮姓を称し たこと が示されてい る。た だし、一宮氏 のその 後について、 『尊卑

文脉』は成行 と成長 の２名しか記 さない 。  

さて、小笠原 氏が入 嗣する一宮氏 は一宮 神社の大宮司 家であ り、古代には 上一

宮大粟神社が 所在す る現在の神山 町から 一宮神社のあ る徳島 市一宮町一帯 を押さ

えていた豪族 だった と伝えられる。上一 宮大粟神社は「 田口 大明神」とも称 され 、

粟（ 阿波）国の 国
く に

魂
た ま の

神
か み

と見なされている 大宜都比売
お お げ つ ひ め

神を祀り、国造 家との

深い関係が示 唆され る国一宮社で ある。 そして、この 田口を 姓とする阿波 民部大

夫田口成良は 、平 安 時代末期に 大輪
お お わ

田
だ の

泊
と ま り

を修築したり、一の谷合 戦 後に讃岐

国屋島に落ち 延びた 安徳天皇や平 家一族 のために御所 を築造 するなど（『 平家物

語』では「重 能」と 表記）、平氏 政権を 支える重要な 家人だ った。「成」 の通字

から、この田 口成良 も一宮氏と同 族だっ たと思われ、『阿府 志』にも「一 宮氏  入

田邑或ハ神領 村ニ住 ……上古者大 粟姫ノ 国造ノ家也」 、「小 笠原蔵人太郎 左衛門

佐長義ノ舎弟 一宮宮 内大輔四郎長 宗是一 宮氏ノ元祖也  粟国 造ノ養子トナ リテ名

東名西二郡ノ 守護ヲ 兼テ」と記さ れる。 すなわち、江 戸時代 半ば以降には 、古代

国造家である 田口氏 が一宮家の祖 である と伝えられて いた。 この一宮家を 、鎌倉

末期に小笠原 氏が入 嗣したが、一 宮家の 系図に書かれ た家紋「三蓋（階）菱」は、

小笠原家の家 紋でも ある。  

  戦国期にな ると、 一宮城主でも あった 成助が、天正 ４（ 15 76）年に細川 真之と

三 好 長 治 が 対 立 し た 際 に 土 佐 の 長 宗 我 部 元 親 に 援 軍 を 依 頼 し た と 言 わ れ て お り

（『昔阿波物 語』） 、戦国期の阿 波国内 において騒擾 の中心 的な役割を果 たした

一人だった（元親 は 、阿波国 をほぼ制 圧 した中富川の 合戦後 の天正 10 年に成助 を

殺害する）。 成助の 死後、弟であ る成次 から近世一宮 家の系 譜が続くこと になる

が、「 一宮和 泉守家 筋種性申 、一宮成 之 一代浮沈申（一宮 家 家譜等）」（ ｲﾁﾐ 0000 1）
にも「先祖ハ 小笠原 一宮成祐弟同 和泉守 成次也」と記 されて いる。  

「

系

譜

」

成

宗

の

箇

所 
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御鉄砲の仕事(御番所の成立と御鉄砲) 
 

他藩との国境 や海上 交通の要衝に 設置さ れた御番所が 、いつ 成立したかは 正確

にはわからな い。し かし、藩政の 基本法 である「裏書 七箇条 」のなかで、 撫養口

における通行 手形の 確認や不審者 の監視 が行われてお り、藩 政初期から出 入りの

監視を厳しく 実施し ていたことが わかる 。  

時代は下るが 、徳島 藩の御番所の 全貌を 現す史料とし て、正 徳６（ 1716） 年藩

主綱矩が幕府 ・大目 付に提出した 「阿波 国淡路国諸番 所改帳 」がある。こ こには

淡路の御 番所 21 カ 所と阿波の御 番所 56 カ所が記され、 当 時の徳島藩の 監視体 制

を知ることが できる 。この御番所 には幕 府の「切支丹 之制札 」をはじめ多 くの制

札と、藩独自 の制札 が建てられて いる。 このうち今切 川口・ 別宮川口の両 御番所

には、公 儀 からの「 一切支丹之御 制札」「 一諸廻船之御 定書」「 一異国船之御 定書」

などの制札と 、藩独 自の「右切支 丹御制 札ニ自分之制 札相添 有之候文言前 ニ記有

之通候」「 右川口 男女 并俵物其外品 々出入 改様之儀津田 川口同 断」の制 札が掲げ ら

れキリシタン を始め 、人や物資の 動きに 監視の目を光 らせて いる。  

ま た 、 御 番 所 の 成 立 に は 御 鉄 砲 が 深 く 関 わ っ て い る こ と が 記 さ れ て い る （ ｶﾅﾂ

03227）。これに よる と寛永期に国 奉

行 を勤めてい た森佐 太右衛門、益田

主 殿佐から今 切川口・別宮川口を管

轄 する別宮の 政所藤 次 郎に対し、キ

リシタン取り 締まり のため、御鉄砲

二 人 を 派 遣 す る こ と 、 番 小 屋 を 築

き、小 屋の備 品を整 えること、さ ら

に 番 所 か ら の 報 告 は 村 継 ぎ を も っ

て行うことな どを命 じている。彼ら

が国奉行を勤 めてい た寛永期は、キ

リシタン禁制 が一段 と強化され、鎖

国令（ 寛永 10 年～ 寛永 16 年）が出

され、藩 内におい て も寛永 11（ 1634）

年 7 月には「御老中 より切支丹宗 門

御制禁之御書 付被仰 出」「所々へ 高札建」（「阿淡年表 秘録」） とキリシタン 対策が

強く打ち出さ れた時 期であった。 さらに 寛永 14(1637)年 10 月には島原の 乱が勃

発し一段と厳 しい対 応を求めら れ た時期 であった。こ の状況 のなか御鉄砲 は御番

所の勤務 を命 じられ ている。また享保 期 に 、大北 郡奉行山 崎 夫兵衛 (享保 7 年 7 月

～ 11 年 3 月 )が板野 郡の浦々と讃 岐と境 を接する村々 （庄屋 ・五人組宛） に出し

た触書にも、 他国よ り密かに入っ てくる 米麦の取締り は、村 役人たちでは 不十分

なため「御仕 置所」 から御鉄砲を 派遣す ることが記さ れてい る（ ｶﾅﾂ 01472）。こ

の「御仕置所 」から の命を請け国 境の警 備や一揆など に対応 することは郷 鉄砲の

役割と同じと いえる 。従って郷鉄 砲・御 鉄砲は緊急を 要す課 題 には区別な く派遣

され、 治安維 持活動 に携わってい たと思 われる。  

国

奉

行

か

ら

御

鉄

砲

派

遣

の

通

達 
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鉄砲による事件 

 

文政 10(1827)年 、八 重地村 (現上 勝町 )で 粟を食い荒ら す鹿の 退治を頼まれ た善

蔵が、友人の 左蔵を 誤って鉄砲で 撃って しまい、介抱 の甲斐 無く落命する という

事件が起きた。善蔵 は徳島藩が文 化２ (1805)

年 に発布した、誤射 であっても失 命した とき

は 下手人に処 すとい う法令に則り、牢舎 を申

付 けられた。し かし 、亡くなった左 蔵の 父・

長 太郎は、私た ち夫 婦は老体であ り、な おか

つ 左 蔵 の 兄 夫 婦 と そ の 子 ど も を 火 事 で 亡 く

し 、唯一の生存 者で あった左蔵ま で喪い 、こ

の ま ま で は 絶 家 し て し ま う の で 善 蔵 と そ の

妻を養子にし たいと 助命を願い出 た。善 蔵は出牢のう え、妻 と共に長太郎 の養子

となることを 申し付 けられた。先 の藩法 に背く例外的 な措置 がとられたの は長太

郎家が絶家の 危機に 晒されていた ことが 要因であった と考え られる。  

家 の 存 続 を 理 由 に 加 害 者 の 宥 免 を 願 う 事 例 は 慶 応 ３ (1867)年 に 起 き た 誤 射 事

件でも見るこ とがで きる。仲間内 で鉄砲 を見ていたお り、誤 って引き金を 引いて

しまい、近 く にいた 来蔵に弾があ たり亡 くなったとい う事件 である。来蔵 の息子・

復三郎と縫次 郎は、 発砲した左源 太の両 親は高齢で、 妻子だ けでは家族が 路頭に

迷ってしまう 、と郡 代へ宥免を願 い出た が聞き届けら れたど う かは不明で ある。

徳島藩領内で 各種の 騒動が発生し たとき 、郷鉄砲はた びたび 出動を命ぜら れてい

る。  

 

村々の鉄砲 
 

江 戸 時 代 、 狩 猟 用 や 鳥 獣 害 対 策 用 な ど の 鉄 砲 が 村 々 に 広

く行き渡って いた。収穫により年 貢を納 める百姓にと って、

作 物 を 荒 ら す 鳥 獣 の害 は 深 刻 で あ る 。 山裾 に 近 い 村 々 で は

猪 鹿 や 鳥 な ど に 田 畠の 作 物 を 荒 ら さ れ るこ と が し ば し ば あ

っ た。明 和 ４（ 1767）年に木 津村（現鳴 門市撫養町 ）庄屋 九

郎 右 衛 門 ら ９ 村 の 庄 屋 ら か ら 出 さ れ た 鉄 砲 打 の 許 可 願 に

は 、 自 分 た ち の 村 が山 の ふ も と で あ る ため 猪 鹿 が 多 く 、 作

付 け を し て も 「 山 根（ 注 ： 山 の ふ も と のこ と ） 田 畠 実 成 候

ヘ ハ 喰 荒 植 付 掘 返 シ」 と 被 害 の 実 情 を 訴え 、 昼 夜 立 番 を し

ても行き届か ないの で、鉄砲打 の許可を 願い出ている（ ｺﾝ 20 0085）。木 津村など

９村は讃岐山 脈東側 の山沿いに並 んでお り、平野部の 村々に くらべ猪鹿の 被害は

多かったであ ろう。同じ時期のも のと思 われる、近 藤治右衛 門らの 威
お ど し

鉄砲使用

許可の 合札
あ い ふ だ

受取の件控 にも、山の ふもと近 くの村である ために 鹿の被害があ る

と訴え、１ 村につき ３挺ずつの使 用が認 められている（ ｺﾝ 20 1124）。こ のように

鉄砲は、百姓たち に とって必要不 可欠な 農具の一つと して 、身近なもので あった 。 

｢

鹿

狩

鉄
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に
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（
郷
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覚
（
郷
鉄
砲
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譲
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金
受
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証
） 

 

郷鉄砲株の売買・譲渡 

 

江戸時代は幕藩体制のもとで身分の固定化がおこなわれた。阿波国では身分のことを「 身居
み ず わ り

」と呼んだ。武士と百姓の間には多くの身居が存在し、役割があった。しかし、諸事情により身

居が継続できないことが起こる。そこで、身居がもつ権利・役割を「株」とし、他者へ売買・譲

渡できるようにした。当館が収蔵している「文化六年那賀郡和田島村棟付御改帳」には、他者か

ら郷鉄砲株を譲り受けたという記録がある。安永５（1776）年に和田島村民の間で、同６年には

勝浦郡星谷村民から和田島村民に譲渡されている。これらにより、少なくとも安永年間には郷鉄

砲株が存在したことがわかる。 

郷鉄砲に任じられれば苗字帯刀が許される。当館収蔵史料

の高見家文書にも「其村玉師文三郎義、郷鉄砲ニ被仰付候ニ

付、此後苗字高見と相名乗度」と、郷鉄砲に就くことで苗字

を得られることが確かに記されている。実は身居の一部は購

入が可能であり、『阿南市史』には文政 13（1830）年の身居

価格表が掲載されている。それによると、苗字帯刀を得るた

めには最低でも 50 両が必要であることがわかる。ただ、高見

家文書には文政 13 年に郷鉄砲株を「三拾八両」で買い受けた

記録が残されている。郷鉄砲株の購入により、結果として相

場より安く苗字帯刀を許されたことになる。さらに安い金額

で郷鉄砲役を買い受けた記録もある。近世中期のものと思われるその資料には、譲渡料として

「銀札五百五拾目」と記されている。一般的に金１両は銀 60 目とされるため、換算すれば「銀

札五百五拾目」は約９両にあたる。これらの金額差の理由を説明することは困難だが、社会情勢

や郷鉄砲役の需要の変化、また地域差などが関係しているのかもしれない。 

郷鉄砲株を譲渡する理由として「老齢」や「病気」などがある。また、郷鉄砲の家の養子とな

る許可を求めた資料も残っているため、「後継者不在」も一因だったと考えられる。また、譲渡

相手に関する情報も記されている。形式的な表現ではあろ

うが「由緒御座候」と、確かな人物であることを保証して

いる。また、「四十歳ニ罷成」と年齢の記載があり、さらに

「右御役義丈夫ニ相勤申人柄之者ニ御座候」と、職責を果

たすための健康面もしくは性格面に不安はないとしてい

る。有事の際には参陣する可能性のある郷鉄砲役。当然ハ

ードワークであるし、指示通りに動けなければならない。

加齢や病気が役を継続できない理由になり、体力に不安の

ない者に承継されるのは必然と言える。 



7 
 

出動と訓練 

 

徳島藩領内で 各種の 騒動が発生し たとき 、郷鉄砲はた びたび 出動を命ぜら れて

いる。  

 宝暦６（ 17 56）年 、吉野川中下 流域の 藍作地帯の村 々で藩 の藍政策に反 対する

五 社宮一揆が 計画さ れる。この一 揆は事 前に発覚して 未遂に 終わるが、元 木家文

書 「高原村五 社一巻 」によれば、 徳島城 下に収監され た首謀 者たちの監視 役を命

ぜ ら れ た の が 一 宮 元 右 （ 左 ） 衛 門 ・ 宗

（ 惣 ） 右 衛 門 父 子 ら 郷 鉄 砲 た ち で あ っ

た 。  

 天保 13（ 1842）年 、三好郡で起こ っ

た 上 郡 一 揆 は 瞬 く 間 に 美 馬 ・ 阿 波 ・ 麻

植 の 各 郡 に 広 が り 、 徳 島 藩 政 史 上 最 大

の 百 姓 一 揆 と な っ た 。 元 木 家 文 書 「 か

ど や 日 記 」 に よ れ ば 、 藩 は こ の 一 揆 へ

の 対 応 の た め に 名 東 ・ 名 西 ・ 阿 波 ・ 麻

植 各郡の郷鉄 砲に対 して残らず「相詰」

る こ と を 命 じ て い る 。 一 宮 家 文 書 「 乍

恐 奉申上覚」 は一宮 家組下の郷鉄 砲のこ のときの出動 に関す る報告書であ る。  

 この他、文政 12（ 1829）年に異 国船が 牟岐浦沖に投 錨し藩 が一種の総動 員体制

を敷いたとき や（篠 原家文書「異 国船舶 来話并図」） 、元治 元（ 1864）年 に土佐

勤王党に対す る弾圧 に反発した「 野根山 二十三士」が 阿波国 に越境してき たとき

（堀北家文書 「（原 士堀北家控帳 ）」な ど、様々な騒 動の際 に郷鉄砲は動 員され

ている。  

 民 籍の予備 銃卒で ある郷鉄砲に は砲術 の稽古が求め られた 。一宮家の場 合も、

安永 ６（ 1777）年に 一宮牧太が藩 の砲術 師範である北 島兵蔵 から浅香流砲 術の免

許 を受け、寛 政２（ 1 790）年には 中北郡 奉行江口仁左 衛門か ら名東・名西・麻植・

阿波４郡の郷 鉄砲の 砲術指南役を 命ぜら れている（一 宮家文 書「系譜」）。また、

日常的な稽古 とは別 に大規模な調 練も行 われており、 藩主一 族・家老・郡 代など

が見分するこ ともあ った。一宮家 文書「 名東名西両郡 （砲術 稽古の件）」 （文政

９年・ 1826） は、一 宮家の稽古場 で稽古 見分が行われ ること 、それに仮病 などを

使って欠席す ること がないように という 郡代高木真之 助の通 達、及びそれ に対す

る郷鉄砲たち の請書 である。砲術 稽古が 郷鉄砲たちに とって 大きな負担と なって

いたこと。様 々な理 由を付けてそ れをサ ボる者の存在 が問題 化していたこ とがわ

かる史料であ る。  

 幕末の動乱 はそれ までの軍事態 勢の無 力さをあらわ にし、 幕府や諸藩は 軍制改

革を余儀なく されて いく。文久３ （ 1863）年、徳島藩 はそれ までの郷鉄砲 とは別

に上層農民を 対象と する農兵の編 成に着 手し、それと 連動し た剣術や砲術 などの

武芸勧諭策に 乗り出 す。秋本家文 書「申 上覚」はその ための 村内武芸経験 者の報

告である。  

「
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No. 表　　題 年　代 備　考

1 一宮家系図 (近世後期) 一宮家史料

2 一宮家系図続（写） (明治期） ｲﾁﾐ00206

3 一宮和泉守家筋種性申、一宮成之一代浮沈申（一宮家家譜等） 寛政12（1800）年 ｲﾁﾐ00001

4 系譜　清和源氏　一宮氏　紋三蓋菱（写） （近世後期） ｲﾁﾐ00202

5 一行書(一宮神社） (明治期） 一宮家史料

6 定（入田山広畠肥草赦免） 寛永4（１６２７）年 一宮家史料

7 仕上ル御鉄砲小頭之事 明暦３（１６５７）年 ｲﾁﾐ00076

8 覚（棟付改につき一宮孫之丞一家小家下人まで無役証文） 享保10（1725）年 ｲﾁﾐ00059

9 覚（郷鉄砲小頭役五〇年勤続等に付褒美金下賜の件） 文政３（１８２０）年 ｲﾁﾐ０００５１

10 覚（き里志たん御改ニ付番所へ指示書外） （近世前期） ｶﾅﾂ03227

11 御窺申上ル覚（宗門改帳付け上げの件） 元禄5（１６９２）年 ｲﾁﾐ00109000

12
覚（他国米麦猥ニ入込候趣ニ付近々御鉄砲之者共請取南北浦々并讃
州境目村々へ指出申付に付き周知の件）

享保10（1725）年 ｶﾅﾂ01472

13 在々郷鉄炮之者（郷鉄炮の者宗門改めの節宗判別帳の仰付控） (近世中期) ｸﾗﾓ02852

14
仕上ル宗旨御請合証文之事（和田島村郷鉄炮福良六左衛門病死につ
い倅太左衛門の件）

文政2卯年８月 ﾓﾘ3 00105

15
覚（鹿狩鉄砲にて落命の八重地村百姓家督相続養子に過失発砲の百
姓倅申付証文）

文政10（1827）年 ﾐﾏｹ01479

16 乍恐奉願上覚（鉄砲誤射に付嘆願書・控） 慶応4（1868）年 ﾔﾏ20294100

17 乍恐奉願上覚（猪鹿の害に付鉄砲打赦免願下書） 明和４（1767）年 ｺﾝ200085

18 仕上ル書物之事（威鉄砲御免の合札受取の件控） 近世中期カ ｺﾝ201124

19 五十騎一備之図 （近世） 一宮家史料

20  堅書之事（北島一流砲道相伝の事） 安永４（１７７５）年 ｲﾁﾐ00041

21 免状（小砲術） 安永６（１７７７）年 ｲﾁﾐ00209

22 二町薬弐匁五分（砲術的の図） （近世） ｲﾁﾐ00207

23 堅書（北島一流砲道御相伝の件） 寛政2(１７９０)年 ｲﾁﾐ00044

24 浅香流砲術北島棟之助門弟十匁玉百打中付 嘉永７(１８５４)年 ﾓﾘ200036

25 乍恐奉願上覚（川口番人御用御免願） （近世後期） ﾔﾏｺ00003

26 豊田清五右衛門（書簡　御番人出勤の件） （近世後期） ﾔﾏｺ00018

27 御鉄砲之者（役目移管申達状） （近世後期） ｸﾗﾓ02869

28 覚（郷鉄砲株譲渡金受取証） 文政１３（１８３０）年 ﾀｶﾐ01613

29 其村玉師文三郎（郷鉄砲被仰付ニ付苗字高見名乗許可の件） （近世） ﾀｶﾐ01627

30 乍恐奉願上覚（病気で御用勤め困難に付郷鉄砲役譲渡願出の件） 文政８（１８３５）年 ｱｷﾓ00461

31 文化六年那賀郡和田島村棟付御改帳控 文化６（１８０９）年 ﾓﾘ301943

32    高原村五社一巻 安政6（1859）年 ﾓﾄｷ00004

33 乍恐奉願上覚 （天保13年･1842） ｲﾁﾐ00061

34 名東・名西両郡（砲術稽古の件） 文政9（1826）年 ｲﾁﾐ00057

35 明後六日賀島備前様（調練に付き出張指） （幕末期) ﾆｼｻ00095014

36 申上覚 （文久3年･1863) ｱｷﾓ00909

　*資料保存のため、期間中展示品が替わることがあります。

　☆担当職員による展示解説　（文書館２階講座室）

　日時：１１月３日(木・祝）・１２月９日(金）　令和５年１月１５日（日）１時半より

文書館の逸品展
「半士半農　郷鉄砲の役割と生活」

郷鉄砲株の売買

　　　　　　　　　　令和４年１０月２５日発行

編集・発行　　　　 　徳島県立文書館

展示資料一覧

出動と訓練

入田村一宮家について（江戸時代以前）

一宮家と北島流砲術

郷鉄砲の役割

御鉄砲の仕事（御番所の成立と御鉄砲）

村々の鉄砲

鉄砲による事件

郷鉄砲小頭一宮家
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